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導火緑切断器某月新型雷管口緑等

(q 和 27や 1月 10n .安 ZY)

連 Ji j許 耗

(r]本 化 缶 拝 文 金 it)

1 日 的

琳火はtJHいて発鼓をfrうり分村火校7)立札 田野

の′l'Ly.将火抜上り胃管の殿溝とい iM田t.J>4なろ.,

このlくl内は輸んどすべて切欠蚊と7Tr甘ErT,綴付ポA Lこ)ム

閃 fろ｡その拝T-L祁紀を防止する2SlM l新川1とはや火

税と印書の片付市.二千十ナナコソ.･サンr,yy入,ぴ

んつけ紬等なEr和して浸水の軌 Iをせられているので
みろが.仇永柘を倉荷することは仲■事故でもあり77)
価でもあるし,tJJ永司の抵根にJ:つてはかえって竣功

-Atを,-7;ナものもあるので広 くfTlまれてい[_･い.日下NF

付3としてES.く用いられていろTLtt,tltT_W 岸式E)J*

益女川いて片柳ナた議態 J々)lJJi(馬を跳 したもの7)

折紙 を当arで共iiした岱射 三炎 lの如くである｡又

g火tiより町TP-見落を訪くち こTT書))内乱 62.nEr,)

に近し.擁護の太い将火印を中東 されろ｡◆卓したがら将

火tIの臣はJZSl二上り軒-笹等火ti50mm以上.弔=

脚 火f&18mm 上し上,拓三色符火税46mml;∪･と

放延せられてfうり旬甘D的蓬に掛 ･太い甘火称 ..仲■

作 りJrLものであるaそこで以滋から-B当(.L℡甘銚カ:
甘くgl惣せられていたっそこで拝付けただけで防水周

は全矧朗 lしないロ丘等t･堺 した.
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2 新型 F)挿話の串泣

暮米柵 で広く用いられ ている口持寄には平鉄丈で

は恵沢式五巳決.内定式:には折尾式日即 がもろさ那

加は唯措け.TBセ押えたIiけに+ぎIT,耐水性は耗んど

与はLLなし｡析上もttt上~m lら冊管を拝LJiナてからTl

腎S･904ltJltiせしめて甜 了に河川した訂甘Jl帖を析 I)

たたむのであるから-1水性はあるが茨三条frものではな

い｡そこでE)hi21は全用からfSLかする上iに埠やした

もので糾えばllJiiIJ:はbllに示す上つなものである.

加 TTがんト⑦に上I)rT拝辞を間'jEした後堺火映'_,邦人

せ



3 寺 型式に決定迄の漣 iL

(り 〇レ}ト剤且の決定

フレ ′トを10等分,)2申分及び24秒 せるものに

つき持rTl圭の削水化を此t2した｡

y之 3

甘Tkq同
コレフtD和 Et _ー * 考

1 2

11】 eI 分 0.1f lJTJ ()) 泳法 1m

12 qF 3? '/汁 +/.4 (2) 紙JEIL8失血

24 時 分 Phd e/.l Jエ耶-捕

この地袋 )0秒 せろものより lZqV,)の211が11く

ZLI等分はi!EこAトのでも･''†カ:珊 J24Cg51にする

とコス>かかさみその必嬰 もtLいの'C )6時分化なら

は充分であろ.

(2) 紫小E:)拝蓬の決定

JISBltm 様V･J将火tiを左党に錘付けろのにとの化

の口達か適当であるカーを耳べた｡

7l _I

蓬火芸 だ ii 誓 買 付 呼2

-a E .5: EI'. '川 '̂Il .mP/lO ●】●

- 粗目 ; 5日 ‡;

U掠-- 芸益 芸 芸 価 サ

五 徳 -ゝ , (:: ::: ::: .三琵 琶芸JiCとは

･さ 誓詞 晶

節 - ,lLi三…:/: y. 苧せ る暮

･十

･:し く三: :I: :: S嘉誓書喜
t'.ff仝 (

eLに; ::: :,: 誓 監
7=い Oで

比I一f9為

･･･Lに ; :;: :;: ≡…品ニ
(ら) PlR そ の 二

m人恐L=上ろI引畑故の藍

槻 nZfZFを今釘 i放ったことのfこい A.8.C.

D,Eの 5邪lこI暮付させ封水Rlを行った特兼6の如

く;亡がやつでも耗んど滋は包められtLl｡q]ち託で も

す ぐuiJil川架る｡
'& 6

6q ^ 用
巴EBr詔に ,========i====================コ kJ Ea

^ Ji C i) だ

- 1A lJl,A'/44,44/4 tl)7ktl lTn

二 胡 P/A l/44/8 f/8 4/8 (_}野水l与rq21‡何

(C) Ĵ I そ の ≡

鯛 如小口即 は J5'nrnl=らば一打=鮎馳･ctm 掛 巳の口汚芯では｡前 の技柁))硝 く18串妬巾

伽的 ｡ 冊 と灯火伽 軌 しろことがあり之W ,け ち為等火

(3) ⊃レ1I形状の決淀 松の槙速はllrWのF～掛 こ近いものがせ水されたが,そ

,レクトの形状と引水t9-の昭CW.次のhIく{.あろ. こで本犯丈の状寸Rノ)はどの位{･t,7Jかなシ,′ハー式

.. ∴ い･ .::: ∴:.芦 -'ul ~': J ;LP･VT - :'

… のEH の長一 誉三品 rn 何 呼
77tn 25mm 50Tnm 3mIl

一 拍 l/n D/iC O/A) Ll)-kL7日 m
(勾封水叩岬

二 村 =/ed I/紬 B/N 2時柑】

このtu!つレ1トは Zケ併拝めろことにLi引lnljは2
ケFT共 15zTLrZlその他矧 土5mTTtとした｡

4 本 型式 の各a瑞 軒

(a) fi書 そ の -

正妃式,折旭丘,木敦夫,との比l宍只甘

粕 JL川いて脚頼 17を諏滝 し之 と追想式,折f邑
式持fJ顎7.J特会と兇接 した,

称火線t毛 措 け iJ.
- ! =ì===≡=≡≡≡==============■ q ZB

(mzn) ili姐式 析他戎 本増火

L12 356 642 1951 ft帆 ミkFで 5

37 204 369 121J tuLJ)1(J'･畑

5 捧 持

以 L.の輪梨にて卯nなよ うにFE束の口梼25に放ては

紹 tの欠点.5'ti,つたが本2;はこれqŷf改良し特完全T=

ろ口籍春をlu+=ので鮮火鞄苛政.0齢 のIf:兄のJtW
J3Jであったi2水に上る中火やD立刑並びに伊野DLFiZ

父 L̀Li堺火桧よりm廿の改題等を')こ然に防止 し和1Uもの

とEL.～.
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New CapCllTnpCr
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】r)六1【ralO】⊃ntthe】〇･hlZlgPOlnt.lnLla∝ordlTlgh reSulLSITlhalt-burDIZlgOftheluSe,
Incomp一etedetollnt10IIOTdrop10rrOftht･ctlpfromlil(･ft】se

Toprc＼em tllL.SCEEIults,nc≠enpellmper nTLflde 'ヽlSCdtooI光rLltCuT】lform ly･lrOund

thefuseWKhst.ecesSrt,1reslllt

(ylP1-0:(a.lY.AKU CO.LTD )

嘉周-;R感応による電気雷管の発火

第一報 短波による高局濃琵起tE流

(PtlYL1271113ll]5日 ATx 卿

JエJ 蛤 一･ jE

川(1,Y大学工染ち火JBfY=tth')

†純 書
Xl近7u気関野の付仰 TF枕のELXM小に㍍榊故LLIルギ

l)
-か加えられるようにILつた｡これはtE<̂信管にlミ村

也,鳩 など或る長さの群句が柁 するので,これが

布川氾を受けてiF=ずる捌 甘泣T::紙によるものである｡

鑑にyI骸になった= .≡の叩故例水ひに淋LEZに放ける

脚 け放題一業人政 i盗.eFl.く放潜.崇般7正札 レーダー

なとの弁也司教(親の近tbでfTTわれたG{jtfl.Tnv'常火無音

の私兵始 発架せつtt.危折だ堺 や注射 frJEが3-J､されて
.)

しろ｡排し放 持D近t2rlこ於て許遠さit.ろ布JIB投花談

と紙粗の恨 拝.例えは允ホ訣DtlLJJ.l'J波乱 附班.

棚 宅の形LE:及び甥 預かりの班労ILt'とのnilのT喝Jttを

詐知に放列したもJ)が見当らIJ;いので.こJ),･L･に陀L

小網の粍FJ泣亨とJiEaqlを取立てて 7.t伽 KC撰文のhl
滋について第千の冥散J')頼117._/̂̂ }J =D

ll 実 験 方 法

同I.'JXYaだ三光;空としてnH の如き-ートレーr和名を

釦iE:てた｡変改l一､としては団2日 )に7Li;した如く.二

木の担技 qク1榔 llにIdE松tRに聖与った糊 に'-Tii転cL水

位に芯IAq出TE;務升と.対韓tll群姐に相当させろために

小鞘放(1501'tr)の背;冠詳とを,附したl91韻をr･珊錨した｡

関 がクスも帥仲 虹鎚 tを 37cn一に閉TjL,･35頚に持

し1:は常.こ既視叩絹rA;I._{光摂コイルThlに平行に駅 き.

ili)も舛柁同報fm l心モコ イJHトL軸の部 上にあらし

めろようにし,この関侍をfriLたせ/lJら望政経を水平に

移動させてコイルT剛 1心と叫扱tEI舶rhJLIJ心とのr淵 D

Jf,又Uf投の内税をyクス抑 こ沿って_E下に拘らせて

陪eZの閃 きuを茶化させるようにした｡

かく雄編した受渡恥こ-ートレーいlj如 ･ら邦する市

川戟t,12けさせて花蕃給!TZZの入力J'(ZIUJは効率を50

,0gとすれば PJ2),才はくコ イJIから昨切子Cのr瑚臣D

及び㌍モカの開き川を槻 に々虻化させ,究並込さ放IrZの可

変耶 3gを取 し'Cこの84玖回報に帝だi糊正次を同3q

させた牧合の花川較誹をfE誰 J,を1-むの耶用泣TR法

即で即近し,I,と l',D及び叫とのPS錦をIJtpL,た｡

uなりから4fTcmまで.J'を10から15(ハVまで変

えて'J!始ifI._,7Tつたが純鉄に=いた祐l',1恋TE統計の7#旺

よくiR捉 日米/J蔽uIは 100～5α)ItlA であったので夫

々の"及び J'にrL;じこの指圧のT;議を生1ろ迫mr杓

の紅組 17にて ん を)ためた.同pq月光戦は 7.000-

7,640KC であった｡I)FL1Llられた急くのnrkJ脚並び

にEV球団Jjを列記~｢ろことは耶わししの'C･代鶴的のも

のを細山して粘月三y._,述べろことにする｡

皿 冥l簸結果及び考窮

IJ ′Jと L,との閃旅

LL-20.､m,同lILt川放歌′-7,120KCに放て,】O.20,

30.50,75,100,125及び 150W の件人ノ)に対して行

った'X験の如月.Lから J)と J,とのET休をEil3及び周
Llに′1;した与PlL団Jlま】o完J)と】ogI,とJ,碓依'.T,I




